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平成29年4月5日　第71号 発行　八戸学院大学・八戸学院大学短期大学部広報委員会

建学の精神
「神を敬し、人を愛する」
八戸学院大学短期大学部は、
カトリック精神に則る道徳教
育を施し、高潔なる人格の完
成を期し、現代社会が要請す
る有為の人材を育成すること
を建学の精神とする。

学 長　外　崎　充　子

　新入生の皆さん、入学おめでとうございます。八戸学院大学短期大学部・教職員一同、皆さんの入学を心より歓迎いたし
ます。ご列席の皆様にも衷心よりお喜びを申し上げます。
　本学は昭和四十六年「幼児教育学科」をもって開学いたしました。その後、昭和六十二年に「経営情報学科」を、平成
二十一年に「看護学科」を併設しました。開学以来四十六年経ち、現在は「幼児保育学科」と「ライフデザイン学科」「看
護学科（三年生のみ在籍）」を擁しています。
　本学は今年度から校名を「八戸学院大学短期大学部」と変更し、八戸学院大学に学部編入をいたしました。その趣旨は同
じキャンパス内での学生間・教職員間の交流を深め、学びの場を広げて、サークルや部活動等の強化を目指すことにあります。
　また今年度は、法人の創立六十周年に当り、式典や記念誌の発行、ミュージカル上演など多彩な行事を計画しております。
　新入生の皆さんは六十年目の記念すべき年の入学者となります。皆さんの参入により法人内の八つの学校施設がより堅い
絆で結ばれ、フレッシュな活動が展開されることを期待しております。
　さて、皆さん、本学に入学した理由は何ですか。
　平成二十七年度の本学学生生活調査によりますと一位は資格を取るため、二位は学ぶ内容に興味がある、三位は就職に有
利、四位は自宅から通学できる、五位は学生生活を楽しむ、となっています。資格の取得、就職・通学の有利さについては
全国どこの短期大学にも共通の入学理由です。
　私が注目しているのは七十九パーセントの学生が「学ぶ内容に興味がある」と答えている点です。学ぶことの動機として
「興味がある」は最大のポイントであります。皆さんはこれから興味のある分野を集中して学ぶことになります。授業で理
論を学び、実習や地域貢献を通して実践を重ねていきます。二年間の学びを経て、職業人としてスタートするまでの道のり
は興味をもって学べばたやすく、興味を失って学べば苦しいことの連続となります。
　いずれにしても、今までの九年間の学びより厳しいものが要求されます。それは、大学は自らが自分の責任において学び
を進めていくところであるからです。誰かが何とかしてくれるだろうとわが身を人に委ね続けてはなりません。
　これからの先行き不透明な社会では、事に当ってよく考え、判断をし、自分の言葉で表現していくことが大切です。幼な
心を捨て、一人前の自立した人間をめざして新たなスタートを切ってください。
　「学ぶ喜び」の獲得は学生生活の楽しみに繋がり、将来の職業や人生に直結しています。
　私たち教職員は「学びの質」を保証し、陰で表で、皆さんを支えます。

祝　入　学
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